
　
　

参
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文
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浅
野
弘
毅
（
二
〇
〇
〇
年
）『
精
神
医
療
論
争
史
』
批
評
社

Ｓ
・
ア
リ
エ
テ
ィ
（
一
九
五
八
年
）『
精
神
分
裂
病
の
心
理
』
牧
書
店

有
田
芳
生
他
（
一
九
九
五
年
）『「
あ
の
子
」
が
オ
ウ
ム
に
！
』 

光
文
社

池
田
晶
子
、
陸
田
真
志
（
一
九
九
九
年
）『
死
と
生
き
る
―
―
獄
中
哲
学
対
話
』 

新
潮
社

池
田
清
彦
（
一
九
九
七
年
）『
さ
よ
な
ら
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
―
―
構
造
主
義
進
化
論
講
義
』
講
談
社

市
橋
秀
夫
（
一
九
九
四
年
）「
緊
張
病
の
２
症
例
」
木
村
敏
編
『
精
神
分
裂
病
Ⅰ　

精
神
病
理
』〔
中
山
書
店
〕
所
収

Ｂ
・
イ
ン
グ
リ
ス
（
一
九
九
四
年
）『
ト
ラ
ン
ス
』
春
秋
社

上
野
創
（
二
〇
〇
二
年
）『
が
ん
と
向
き
合
っ
て
』
晶
文
社

內
村
祐
之
（
一
九
四
八
年
）『
精
神
醫
學
敎
科
書　

上
卷
』
南
山
堂
書
店

浦
河
べ
て
る
の
家
（
二
〇
〇
二
年
）『
べ
て
る
の
家
の
「
非
」
援
助
論
』
医
学
書
院

江
川
紹
子
（
一
九
九
七
年
）『「
オ
ウ
ム
真
理
教
」
裁
判
傍
聴
記
②
』
文
藝
春
秋

江
熊
要
一
（
一
九
七
四
年
）「
生
活
臨
床
概
説
―
―
そ
の
理
解
の
た
め
に
」『
精
神
医
学
』
第
一
六
巻
、 

六
二
三
―
六
三
八
ペ
ー
ジ

遠
藤
周
作
（
一
九
八
六
年
）『
私
の
見
つ
け
た
名
治
療
家
32
人
』
祥
伝
社

大
岡
昇
平
（
一
九
七
四
年
）『
中
原
中
也
』
角
川
書
店

岡
上
和
雄
（
一
九
七
六
年
）「
書
評
―
―
精
神
科
症
例
集　

上
巻
」『
精
神
医
学
』
第
一
八
巻
、
五
八
―
五
九
ペ
ー
ジ

岡
田
靖
雄
編
（
一
九
六
四
年
）『
精
神
医
療
』
勁
草
書
房

岡
田
靖
雄
、
小
坂
英
世
（
一
九
七
〇
年
）『
市
民
の
精
神
衛
生
』
勁
草
書
房
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岡
村
秀
典
（
二
〇
〇
〇
年
）「
中
国
文
明
の
起
源
―
―
農
耕
の
は
じ
ま
り
か
ら
国
家
の
成
立
へ
」
鶴
間
和
幸
他
編
著
『
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル　

四
大
文
明　

中
国
』〔
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
〕
所
収

荻
野
恒
一
（
一
九
八
〇
年
）『
分
裂
病
の
時
代
』
朝
日
出
版
社

Ｒ
・
カ
ウ
ス
ブ
ル
ッ
ク
（
一
九
九
八
年
）『
西
欧
の
植
民
地
喪
失
と
日
本
―
―
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
の
消
滅
と
日
本
軍
抑

留
所
』
草
思
社

加
賀
乙
彦
（
一
九
九
〇
年
）『
あ
る
死
刑
囚
と
の
対
話
』
弘
文
堂

加
賀
乙
彦
（
一
九
九
一
年
）「
中
原
中
也
の
診
断
―
―
病
床
日
誌
を
読
ん
で
」『
新
文
芸
読
本　

中
原
中
也
』（
河
出
書
房
新
社
）
所
収

笠
原
敏
雄
（
一
九
七
六
年
）「
精
神
分
裂
病
患
者
の
防
衛
機
制
」『
東
大
分
院
神
経
科
研
究
会
誌
』
第
二
号
、
七
八
―
九
二
ペ
ー
ジ

笠
原
敏
雄
（
一
九
八
〇
年
）「
内
観
に
よ
る
症
状
消
失
の
心
理
力
動
に
関
す
る
一
考
察
―
―
症
例
を
中
心
と
し
て
」『
第
三
回

日
本
内
観
学
会
発
表
論
文
集
』〔
日
本
内
観
学
会
事
務
局
〕
所
収

笠
原
敏
雄
編
（
一
九
八
七
年
）『
サ
イ
の
戦
場
―
―
超
心
理
学
論
争
全
史
』
平
凡
社

笠
原
敏
雄
（
一
九
九
五
年
）『
隠
さ
れ
た
心
の
力
―
―
唯
物
論
と
い
う
幻
想
』
春
秋
社

笠
原
敏
雄
（
一
九
九
七
年
）『
懲
り
な
い
・
困
ら
な
い
症
候
群
―
―
日
常
生
活
の
精
神
病
理
学
』
春
秋
社

笠
原
敏
雄
（
一
九
九
九
年
ａ
）「
心
理
療
法
随
想　

１
―
―
精
神
科
病
院
で
の
経
験
」『
春
秋
』
第
四
一一
号
、
二
五
―
二
八
ペ
ー
ジ

笠
原
敏
雄
編
（
一
九
九
九
年
ｂ
）『
多
重
人
格
障
害
―
―
そ
の
精
神
生
理
学
的
研
究
』
春
秋
社

笠
原
敏
雄
（
二
〇
〇
〇
年
）『
超
心
理
学
読
本
』
講
談
社
プ
ラ
ス
α
文
庫

笠
原
敏
雄
編
（
二
〇
〇
二
年
）『
偽
薬
効
果
』
春
秋
社

笠
原
敏
雄
、
日
野
厚
（
一
九
八
七
年
）「
27
年
間
続
い
た
曖
気
が
怨
念
消
失
と
と
も
に
短
期
間
で
消
失
し
た
一
症
例
」『
日
本

心
身
医
学
会
関
東
甲
信
越
地
方
会
講
演
抄
録
集　

昭
和
38
年
〜
62
年
』〔
日
本
心
身
医
学
会
関
東
甲
信
越
地
方
会
事
務
局
〕

一
七
七
ペ
ー
ジ
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笠
原
嘉
（
一
九
七
四
年
）「
書
評
―
―
精
神
分
裂
病
読
本
」『
精
神
医
学
』
第
一
六
巻
、
六
三
〇
―
六
三
一
ペ
ー
ジ

笠
原
嘉
（
一
九
九
八
年
）『
精
神
病
』
岩
波
新
書

風
祭
元
（
二
〇
〇
一
年
）「
脳
と
こ
こ
ろ
の
相
関
」『
こ
こ
ろ
の
科
学
』
第
一
〇
〇
号
、
二
―
八
ペ
ー
ジ

河
上
徹
太
郎
（
一
九
七
四
年
）『
わ
が
中
原
中
也
』
昭
和
出
版

川
喜
多
愛
郎
（
一
九
七
〇
年
）『
病
気
と
は
何
か
』
筑
摩
書
房

栗
田
広
（
一
九
九
四
年
）「
小
児
分
裂
病
」
木
村
編
『
精
神
分
裂
病
Ⅰ　

精
神
病
理
』〔
中
山
書
店
〕
所
収

栗
本
藤
基
（
一
九
八
〇
年
）「
分
裂
病
者
の
母
親
に
内
観
を
施
行
し
て
の
一
考
察
」『
第
三
回
日
本
内
観
学
会
発
表
論
文
集
』〔
日

本
内
観
学
会
事
務
局
〕
所
収

Ｅ
・
ク
レ
ペ
リ
ン
（
一
九
八
六
年
）『
精
神
分
裂
病
』
み
す
ず
書
房

Ａ
・
ケ
ス
ト
ラ
ー
（
一
九
六
九
年
）『
機
械
の
中
の
幽
霊
』
ぺ
り
か
ん
社

小
坂
英
世
（
一
九
六
〇
年
）「
精
神
分
裂
病
患
者
の
家
族
関
係
の
研
究
」『
医
療
』
第
一
四
巻
、
二
五
九
―
二
七
二
、三
五
四

―
三
六
〇
ペ
ー
ジ

小
坂
英
世
（
一
九
七
〇
年
）『
精
神
分
裂
病
患
者
の
社
会
生
活
指
導
』
医
学
書
院

小
坂
英
世
（
一
九
七
一
年
ａ
）「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
論
」
江
副
勉
監
修
『
精
神
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』〔
医

歯
薬
出
版
〕
所
収

小
坂
英
世
（
一
九
七
一
年
ｂ
）「
あ
る
家
族
の
手
紙
」『
精
神
医
療
』
第
二
巻
一
号
、
九
五
―
一
〇
一
ペ
ー
ジ

小
坂
英
世
（
一
九
七
二
年
ａ
）「
精
神
分
裂
病
治
療
に
お
け
る
通
院
治
療
と
入
院
治
療
」
小
坂
教
室
テ
キ
ス
ト
シ
リ
ー
ズ
№
３

小
坂
英
世
（
一
九
七
二
年
ｂ
）『
患
者
と
家
族
の
た
め
の
精
神
分
裂
病
理
論
』
珠
真
書
房

小
坂
英
世
（
一
九
七
二
年
ｃ
）『
精
神
分
裂
病
読
本
』
日
本
看
護
協
会
出
版
部

小
坂
英
世
（
一
九
七
三
年
ａ
）「
再
発
の
研
究
」
小
坂
教
室
テ
キ
ス
ト
シ
リ
ー
ズ
№
５
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小
坂
英
世
（
一
九
七
三
年
ｂ
）「
抵
抗
と
イ
ヤ
ラ
シ
イ
再
発
の
研
究
」
小
坂
教
室
テ
キ
ス
ト
シ
リ
ー
ズ
№
６

小
坂
英
世
（
一
九
七
三
年
ｃ
）「
再
燃
、
症
状
の
動
揺
、
症
状
の
進
行
、
症
状
の
増
悪
お
よ
び
初
発
の
研
究
」
小
坂
教
室
テ

キ
ス
ト
シ
リ
ー
ズ
№
７

小
坂
英
世
（
一
九
七
四
年
）「
過
去
の
分
析
（
そ
の
１
）」
小
坂
教
室
テ
キ
ス
ト
シ
リ
ー
ズ
№
９

小
坂
英
世
（
一
九
七
六
年
）「
私
の
病
因
論
と
治
療
法
」
小
坂
教
室
テ
キ
ス
ト
シ
リ
ー
ズ
№
11

小
坂
英
世
（
一
九
七
七
年
）「
小
坂
か
ら
患
者
諸
君
に
」
小
坂
教
室
発
行
の
一
九
七
七
年
一
〇
月
二
〇
日
付
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

小
坂
英
世
（
一
九
八
七
年
）「
駆
水
剤
に
よ
る
精
神
病
治
療
」『
日
本
東
洋
医
学
雑
誌
』
第
三
七
巻
、
三
四
五
ペ
ー
ジ

小
林
秀
雄
（
一
九
六
八
年
）「
金
閣
焼
亡
」『
古
典
と
伝
統
に
つ
い
て
』〔
講
談
社
〕
所
収

Ｈ
・
コ
リ
ン
ズ
、
Ｔ
・
ピ
ン
チ
（
一
九
九
七
年
）『
七
つ
の
科
学
事
件
フ
ァ
イ
ル
―
―
科
学
論
争
の
顚
末
』
化
学
同
人

近
藤
誠
（
二
〇
〇
〇
年
）『
医
原
病
―
―
「
医
療
信
仰
」
が
病
気
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
』
講
談
社
プ
ラ
ス
α
新
書

斉
藤
道
雄
（
一
九
九
五
年
）『
原
爆
神
話
の
五
〇
年
―
―
す
れ
違
う
日
本
と
ア
メ
リ
カ
』
中
公
新
書

斉
藤
道
雄
（
二
〇
〇
二
年
）『
悩
む
力
』
み
す
ず
書
房

佐
木
隆
三
（
一
九
九
六
年
）『
オ
ウ
ム
法
廷
―
―
連
続
傍
聴
記
』
小
学
館

佐
々
木
章
（
一
九
八
〇
年
）『
分
裂
病
の
娘
の
記
録
』
晩
聲
社

Ａ
・
Ｊ
・
サ
テ
ィ
ラ
ロ
、
Ｔ
・
モ
ン
テ
（
一
九
八
三
年
）『
が
ん
―
―
あ
る
「
完
全
治
癒
」
の
記
録
』
日
本
教
文
社

澤
口
俊
之
（
一
九
九
七
年
）『「
私
」
は
脳
の
ど
こ
に
い
る
の
か
』
筑
摩
書
房

澤
口
俊
之
（
二
〇
〇
一
年
）「
座
談
会　

こ
こ
ろ
に
迫
る
脳
科
学
」
で
の
発
言
『
こ
こ
ろ
の
科
学
』
第
一
〇
〇
号

志
水
彰
（
一
九
七
五
年
）「
異
常
思
考
時
の
筋
活
動
と
Ｖ
Ｅ
Ｒ
―
―
夢
と
幻
聴
に
つ
い
て
」『
脳
波
と
筋
電
図
』
第
三

巻
、
九
一
―
九
二
ペ
ー
ジ

下
田
治
美
（
二
〇
〇
一
年
）『
精
神
科
医
は
い
ら
な
い
』
角
川
書
店
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「
少
年
Ａ
」
の
父
母
（
一
九
九
九
年
）『「
少
年
Ａ
」
こ
の
子
を
生
ん
で
』
文
藝
春
秋

杉
原
美
津
子
（
一
九
八
三
年
）『
生
き
て
み
た
い
も
う
一
度
』
文
藝
春
秋

杉
森
久
英
（
一
九
六
九
年
）『
天
才
と
狂
人
の
間
』
角
川
文
庫

Ｎ
・
Ｐ
・
ス
パ
ノ
ス
、
Ｖ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
、
Ｍ
・
Ｉ
・
グ
ウ
ィ
ン
（
二
〇
〇
二
年
）「
い
ぼ
の
退
縮
に
対
す
る
催
眠
療
法
、

偽
薬
、
サ
リ
チ
ル
酸
治
療
の
効
果
」
笠
原
編
『
偽
薬
効
果
』〔
春
秋
社
〕
所
収

田
中
美
知
太
郎
編
（
一
九
八
〇
年
）『
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
・
ポ
ル
ピ
ュ
リ
オ
ス
・
プ
ロ
ク
ロ
ス
』
中
央
公
論
社

鶴
間
和
幸
、吉
村
作
治
、松
本
健
他
（
二
〇
〇
〇
年
）「
座
談
会
―
―
四
大
文
明
を
め
ぐ
る
﹇
四
﹈
埋
葬
」
鶴
間
和
幸
他
編
著
『
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル　

四
大
文
明　

中
国
』〔
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
〕
所
収

Ｐ
・
テ
イ
ヤ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル
ダ
ン
（
一
九
六
九
年
）『
現
象
と
し
て
の
人
間
』
み
す
ず
書
房

Ｈ
・
デ
ィ
ー
ン
ス
ト
フ
ラ
イ
（
二
〇
〇
二
年
）「
心
身
の
研
究
に
お
け
る
心
と
心
の
不
在
」
笠
原
編
『
偽
薬
効
果
』〔
春
秋
社
〕
所
収

中
井
久
夫
（
一
九
九
八
年
）『
最
終
講
義
―
―
分
裂
病
私
見
』
み
す
ず
書
房

中
川
俊
二
（
一
九
七
八
年
）「
癌
の
自
然
退
縮
に
関
す
る
心
身
医
学
的
考
察
」『
治
療
』
第
六
〇
巻
、
五
九
三
―
五
九
九
ペ
ー
ジ

中
田
力
（
二
〇
〇
一
年
）「
座
談
会　

こ
こ
ろ
に
迫
る
脳
科
学
」
で
の
発
言
『
こ
こ
ろ
の
科
学
』
第
一
〇
〇
号

中
谷
陽
二 

（
一
九
九
四
年
）「
分
裂
病
と
暴
力
―
―
治
療
者
が
迫
害
者
に
変
ず
る
と
き
」
木
村
編
『
精
神
分
裂
病
Ⅰ　

精
神

病
理
』〔
中
山
書
店
〕
所
収

西
川
正
（
二
〇
〇
二
年
）『
分
裂
病
治
癒
者
の
カ
ル
テ
』
星
和
書
店

Ｕ
・
ヌ
ー
バ
ー
（
一
九
九
七
年
）『〈
傷
つ
き
や
す
い
子
ど
も
〉
と
い
う
神
話
―
―
ト
ラ
ウ
マ
を
超
え
て
』
岩
波
書
店

Ｔ
・
Ｘ
・
バ
ー
バ
ー
（
一
九
七
五
年
）『
催
眠
』
誠
信
書
房

浜
田
晋
（
一
九
七
五
年
ａ
）「〔
症
例
16
〕
分
裂
病
同
胞
例
」
岡
田
靖
雄
他
編
『
精
神
科
症
例
集　

上
巻
』〔
岩
崎
学
術
出
版
〕
所
収

浜
田
晋
（
一
九
七
五
年
ｂ
）「〔
症
例
17
〕
分
裂
病
（
女
・
三
三
歳
、
も
と
会
社
員
）」
岡
田
他
編
『
精
神
科
症
例
集　

上
巻
』〔
岩
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崎
学
術
出
版
〕
所
収

浜
田
晋
（
一
九
七
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